
厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

がん相談支援センター生成AIの適切な活用法の検討 

（分担研究報告書） 

 

研究分担者 東京大学社会医学専攻公衆衛生学分野 教授 東 尚弘 

研究協力者 東京大学医学部医学科 俵 司 

 

研究要旨 

がんの療養においては、がんという疾患自体が全身に発生しうるものであり病態・治療ともに多

様であるとともに、慢性的に経過することが多いことから、患者は社会・生活上の様々な課題と

向き合いながら過ごすことを余儀なくされる。それに対応し支援する場として、がん診療連携拠

点病院においてがん相談支援センターを設置することが定められている一方で、がん相談支援セ

ンターに求められる役割は、多岐にわたる事項の情報提供や支援が求められており負担が増大し

ていると言える。近年目覚ましい発展がみられる生成AIを使った業務の効率化に期待が高まって

おり、特に情報の提供においては、患者が自ら生成AIを使って必要な情報を得ることが可能にな

ることから有用である可能性がある。一方で、生成AIによる文章は不正確な情報が非常に自然な

形で含まれるHallucinationという現象が知られており、回答を確認せずに信じることは危険であ

ると言われている。そのような現象を減らす技術としてRetrieval Augmented Generationという

技術が有望視されていることから、本研究では、Difyと呼ばれるシステムを使用して、ChatGPT

と連携しつつ、がん情報サービスの肝がんと肝芽腫に関する情報のみを元に回答を作成するシス

テム試作してその性能を検証した。結果として、肝がんに関する質問は回答を作成し、胃がんに

関する質問には回答しないという現象が確認され、有望であると考えられた。今後の発展に従っ

て、より詳細なテストを行い、実用性についての検証につなげる。 

 
 
A．研究目的 
がん患者は治療対象となる病気だけではなく、そ

こから派生する療養生活や、病気に対処する上での
様々な社会的な課題を抱えていることも多い。これ
はとても治療にあたる医療者だけで支援ができる
ことではなく、多くの職種が知恵を結集して支援す
ることが必要になってくる。 
がん相談支援センターは、患者にもっとも近いと

ころでその多様なニーズに対応した形で寄り添い、
必要な専門家の協力をもとに利用可能な社会資源
を最大限、患者や家族の負担軽減に当てる役割を持
っている。しかし、その業務はすべての事項の最後
の砦となってしまいがちであり、少人数で患者の支
援をするためには、その業務を効率化する必要があ
る。 
一方で、2023年11月に広く社会で使われ始めたO

penAI社のChatGPTに代表される、多言語モデル
を活用した生成AIは、まるで人のような会話文を出
力することができ、これまでIT技術の恩恵を受けら
れなかった高齢者などでも利用しやすい技術とし
て注目されている。これをうまく使えばがん相談支
援業務のうち、情報提供については、患者が生成A
Iに相談することでインターネットの検索すること
が困難であっても、情報を得ることができると考え
られる。これは、過負荷になりがちながん相談支援
員の業務を軽減するのに有望な技術であると考え
られる。 
しかし、生成AIは、現時点では、幻覚（Halluci

nation）と呼ばれる事実ではない事柄を、事実であ
るかのように文章を生成する現象が広く知られて
いる。表現がそれらしいだけに基礎知識が無いと誤

った回答を信じてしまうリスクは高いという欠点
がある。また、インターネット上にあふれている情
報生成AIを実用化するには、このHallucinationを
いかに抑制するかがキーである。本研究においては、
生成AIが返答をする際の元資料を指定するRAG（R
etrieval Augmented Generation）という技術を使
って、Hallucinationを抑制可能かどうかの検証を
行うことを目的とする。 
B．研究方法 
 生成AIの技術を活用するPlatFormとして、Dify
と呼ばれるオープンソースのLLMアプリケーショ
ン開発プラットフォームを使用した。ここでは、ロ
ーコードでチャットシステムを構築することが可
能になっており、質問に対する回答の生成を行う。
また、その回答の生成は、OpenAIのChatGPT4o-
miniであるが、そこにRAGエンジンをさらに組み
込むことができる。 
 今回は、がん情報サービスの肝がんと肝芽腫のペ
ージのみをRAGとして参照するContextを指定し、
また、プロンプトを工夫することによって、Conte
xt上に無い情報をチャット上で質問した時に、答え
られないとの回答を正しく返せるかを検証した。具
体的にプロンプトとしては、チャットに質問された
ものだけではなく、context外の知識や推測に基づ
く回答は行わないよう、また、情報が無い物につい
ては、「現在の情報では回答できません。がん情報
サービス（https://ganjoho.jp/public/index.html）
や医療従事者への相談を促します」との回答を出す
ようにプロンプトを変更して、ChatGPTに送信す
るように調整した。 
 



 チャットに入力する質問としては、以下のものを
用意した。 
① 肝がんの治療はどんなものがありますか？ 
② 胃がんの治療はどんなものがありますか？ 
③ 胃がんの肝転移の治療はどんなものがありま

すか？ 
④ 肝がんのステージはどのように決まります

か？ 
⑤ 肝細胞がんと、肝内胆管がん違うのですか？ 
⑥ 肺がんは肝臓に転移しますか？ 
⑦ 肝細胞がんは転移するのですか？ 
⑧ 肝がんに丸山ワクチンは効きますか？ 
⑨ 肝がんと診断されてショックを受けています 
⑩ 胃がんと診断されてショックを受けています。 
これらは、a) 肝がんに関する質問（①④⑤⑦⑧⑨）、
b) 他のがん種のみの質問（②）、c) 他のがん種の
肝臓に関する質問（③⑥）、d) 他のがん種の一般
的な質問(⑩)とした。基本的にRAGのContextとし
て準備したのは、a) のみであり、他の質問につい
ては回答にするための情報源が無いことが想定さ
れる。ただし、d)については、応用して回答が可能
とも考えられた。それぞれの質問について、その回
答を観察した。 
 
（倫理面への配慮） 
 今回の報告部分はシステム開発であり、そこで使
用されているデータも個人に由来するデータでは
ないことから、人を対象とした研究ではない。その
ため、倫理的な配慮および倫理審査は不要である。 
 
C．研究結果 
 作成された画面および、その回答を図１に示す。 
情報が無いと考えられたもののうち、②③⑥⑦⑧に
対しては情報がないと判定され、あらかじめ準備さ
れた、「現在の情報では回答できません。がん情報
サービス（https://ganjoho.jp/public/index.html）
や医療従事者への相談を促します。」という回答が
返された。①に対しては、正しく、手術（肝切除）、
穿刺局所療法（ラジオ波焼灼療法）、肝動脈（化学）
塞栓療法、薬物療法、放射線治療が説明され、さら
には緩和ケア、支持療法について言及がなされた。
また、④の肝がんのステージについては、肝細胞が
んと言い換えたうえで、１がんの個数、２がんの大
きさ３がんが肝臓内にとどまっているか、または肝
臓以外の臓器に転移があるか、によって決まると回
答され、その情報によって、肝癌取扱い規約、TN 
M悪性腫瘍分類を用いる場合があること、さらに分
類法で異なるステージになることが説明された。⑧
は肝がんに関する質問ではあったものの、丸山ワク
チンに関する質問であったため、情報が無く、情報
がないために回答しないということが示された。⑨、
⑩は情報を求めた質問というよりも、心情を質問と
して入力した形となっており、これは、⑩のように
胃がんとして入力しても、「胃がんと診断されるこ
とは非常に辛く、ショックを受けるのは当然のこと
です。自身の感情や不安を大切にし、信頼できる医
療従事者やカウンセラーに相談してみることが大
切です。また、周囲の人々と気持ちを分かち合った
り、サポートを受けたりすることも役立つかもしれ
ません。療養や治療についての疑問があれば、担当
医に具体的に相談することをお勧めします。」とい
う回答が得られた。⑨、⑩は本質的には同じ質問で
あったものの、文面は少し異なるものが回答として

返却された。 
 
D．考察 
本テストからは、RAGの技術を用いて、Context

として情報源を指定し、context外の知識や推測に
基づく回答は行わないよう指示すること、さらに、
情報が無い場合の回答を指定することで、生成AI
を用いたChatBotシステムがHallucinationを避け
て、情報がある物だけを回答することが観察された。
今回検証したものは限られた内容となっているが、
今後の知見によりHallucinationを完全に抑止する
ことが検証できれば、誤った情報を回答することが
無いことから、安全に実用化することは可能になる
と考えられる。 
今回のテストにおいては、当初プロンプトに明示

的に「context外の知識や推測に基づく回答は行わ
ないように」「情報が無い場合には定型文で回答す
るように」という指示を入れないでテストを始めて
しまったが、その時には、誤った情報を返却するこ
とが観察された。RAGの技術は有望と考えられる
が、プロンプトにおいては、明示的に「情報がない
場合」を指定することが、Hallucinationを防止す
る意味では必須であると考えられた。 
 今後の実用に向けてどのように使っていくのか
ということに関しては、段階的な実用化が必要かも
しれない。まず第1段階としては、間に人間のがん
専門相談員が、相談者の質問を入力し、回答を見な
がら支援をする段階、次にそこで問題が無いようで
あれば、相談者が自分で入力し、それをがん専門相
談員が確認する段階、次に、注意事項を目立つよう
に表示してそれを意識してもらって、相談者に使っ
てもらう段階である。このように活用の幅を広げて
いくにしたがって、問題を同定して、その問題に対
する対処を考えていく（プロンプトを調節するな
ど）により、おそらく実用性が高まると考えられる。 
 もう一つ課題があるとすれば、プライバシー保護
の問題である。OpenAI・ChatGPTの利用条件では、
質問に使われた内容は、他で使われることが無いよ
うに設定することは可能であるが、それでも抵抗感
がある相談者は存在する可能性はあるため、丁寧な
説明が必要になることは注意が必要であると考え
られる。 
 
E．結論 
 RAGとプロンプトの調整で、回答に資する情報
がない場合に「回答無し」と判断することが生成A
Iにも可能であると考えられる。生成AIが相談者に
代わって情報提供することが可能になれば、大きな
負担軽減につながると考えられる。今後、実用化に
向けた検証を進めていく必要があると考えられる。 
 
F．健康危険情報 
本研究に限った範囲では、特になし。 
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図１： Difyを使用して開発したチャットボット画面 


